東京LCの歴史を知る　　　　　　　　　　2024年3月14日　L追原　篤男
1952年3月結成　世界35番目のライオンズクラブ（スポンサー・マニラ・ＬＣ　）
ラインズクラブは、「ライオンズクラブ国際協会」という社会奉仕団体に所属するクラブで、1917年シカゴでメルビン・ジョーンズが設立した世界２００ヵ国以上、会員 数136万人、日本では１０万人を越える会員で構成されている世界最大の奉仕団体です。
「We  Serve 」（我々は奉仕する）をモットーとして掲げ、世界中の国々で様々な奉仕活動に取り組んでいます。 
東京ライオンズクラブは1952年 3 月、フイリッピンのマニラ・ ライオンズクラブに
よって日本で最初に設立されたクラブで、 横浜・神戸・札幌を始め20のクラブをスポン
サーし、現在では 日本のライオンズクラブが，2.800クラブに発展いたしました。
（世界では50.000クラブ）

社会奉仕活動を職域や個人で行うだけでなく、ライオンズクラブ という団体を
組織し、チームワークを発揮して行うことによって、 有意義な効果を挙げることが
出来るように組織された団体です。 
奉仕活動は、社会が必要とする全方位にわたり、地球環境問題、献血、骨髄バンクへの協力、献眼、献腎などの臓器移植、 薬物乱用防止、スポーツ奨励等の青少年健全育成、高齢者福祉、 身障者福祉、救急救命士育成、災害に対する緊急対策、発展途 上国への小学校建設等の
国際貢献、等々、行政の手が及ばない 分野にも、過去の経験にとらわれず、次々とタイム　　リーな活動をしています。 各クラブではその地域社会で、真に求められている事を、
その目で、 耳で、足で探しだし、その奉仕の仕方を研究し実践しています。

東京ライオンズクラブは日本に於けるライオニズムの象徴として 堅実な発展を成し遂げ
ました。過去に実施して成功をもたらした 奉仕活動の中でも「インド救ライ」「スズラン
給食」「リッチランドの壷」「白い杖」「高校生奨学金制度」などは、今でも多くの
ライオンズクラブで語り継がれています。 
東京ライオンズクラブは日本で最初に結成されたクラブと言うことだけではなく、常に
困っている人の力になれる、我が国ライオンズクラブの中心的、指導的、 模範的役割を
担って参りました。
伝説のアクティビティ　
　　　1956年　リッチランドの壺
　　　1959年　インド救ライ事業（ハンセン病）
　　　1960年　高校生奨学金制度開始　　
　　　1964年　すずらん給食
　　　1967年　日本盲導犬協会設立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1、　リッチランドの壺　　
[image: ]1956年青森市パブテスト教会の信徒に、20歳の網膜剥離で失明寸前の青年がいました。           5万円の手術費は高額で、自分ではとても用意は出来ませんでした。                                       教会の宣教師ハルバ―ソンさんは青年を救おうと、故郷アメリカのリッチランド・ホスト・ＬＣに連絡しました。　リッチランドＬＣでは「愛に国境はない」と例会で寄付を　呼びかけ、5分で150$が集まりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当時東北地方にはライオンズクラブが無かったので、リッチランドＬＣは東京ライオンズ　　クラブに150$の受け渡しを託してきました。

東京ライオンズクラブでは、手術を受けるのが日本の青年で、その資金を援助してくれた　のがアメリカのＬＣだったので、これを黙視するわけにはいかないと、リッチランドＬＣ　の了解を得て、5万円の手術費は東京ライオンズクラブで負担する事にしました。

そしてリッチランドＬＣからの送金は、その善意を永遠に記念する為に『リッチランド・
アイ・基金の壺』が造られました。この基金は視力回復基金として、養老院に眼鏡を贈呈し
たりして、将来の視力保護活動にも役立てていました。

そのご縁で1956年12月、東京ＬＣがスポンサーとなり、東北地方で初めて青森ＬＣが
結成されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．

27年後、1983年リッチランドＬＣと青森ＬＣが姉妹提携をすることになり、
調印式を記念して、『リッチランドの壺」は壺の底に蓄えられた金子と共に、東京ＬＣから
青森ＬＣに移譲されました。
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そして青年は手術により視力回復し、立派な社会人となられ2001年3月青森ＬＣに入会し、2006年青森ＬＣ創立50周年の第Ⅰ副会長に就任されました。
ライオニズムの原点とも言うべき国境を超えた愛の光が、永遠に語り継がれる
素晴らしいアクティビティになりました。 
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2、　[image: スズラン給食：子どもたちに “義務栄養”を]　スズラン給食　　　　　
今から60年前、1964年10月、日本はオリンピック開催に湧き上がつていました。
全国のＬＣは一丸となり、トレーラーの移動トイレや、参加した93ヵ国の国旗を
掲揚する旗竿を国立競技場に寄贈しました。
東京ライオンズクラブは、東京都内の全クラブと共に、煙草の吸い殻入れ20万個を
配布したり、「パラリンピックを成功させよう」というテレビスポットも流しました。

1965年東北の盛岡ライオンズクラブから、東京ライオンズクラブに思いもよらぬ便りが
届きました。盛岡から53キロ先、バスで2時間半かかる玉山村藪川に欠食児童が数多く
いると言うのです。　欠食児童と言う言葉は判りますか、食事を欠くと書いて欠食です、
当時貧しくて食事が出来ない子供たちが大勢いたのです。　
学校給食法が施行されてから既に10年を経過しているのに、僻地校での給食は設備の問題もあり、皆無に等しかったのです。
盛岡ＬＣでは早速、藪川校に給食設備を贈ると、子供たちからお礼に野山で摘んだスズランが届きました。このアクティビティに応えで、盛岡ＬＣではそのスズランを東京に送って、ライオンズの協力で買い上げ、その売上金を給食費に充てようという仕組みを作りました。

すなわち、単なる資金の贈呈と言う形を取らず、あえてスズランを採取し換金するという、手数の掛かる方法を取った理由は、僻地の子供達に最も必要な事は、真の励ましと、希望を持たせ，自立向上の逞しい意欲を持たせる事であり、凶作と言う事態に直面しても、給食費は自分たちの力で頑張ろうと、敢然と立ち上がる逞しい意欲を持たせたいという、
励ましの意図があつたからなのです。
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東京ＬＣではこの熱い呼びかけに応え、自クラブからの22万円のドネーションとは別に、　　その後送られてきたスズランを１束１０００円で買い上げ、売上金を盛岡ＬＣを通じて藪川校に贈りました。この運動の輪は次々に広がり、東京・横浜の26クラブが協力しました。

さらに、東京ライオンズクラブの上田常隆Lが社長を務める毎日新聞がこの運動を　　　　社説で大きく伝え、テレビ・ラジオがこれに続きました。
毎日新聞の社説を読んだ、当時の佐藤栄作首相は、緊急指示を下し、内閣予備費から　　
5億円を緊急措置で学校給食に割く事を閣議決定し、藪川校と同じような事情の全国の学校で給食が開始されました。
さらに翌年、辺地給食に3億2000万の予算が計上されました。
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このすずらん給食運動は、ライオンズクラブの運動が政治を動かし、
政治の光が届いてない場所に大きな愛の光を届ける事の出来た、
ライオンズクラブ創成期の素晴らしいアクティビティとなりました。
私達はこの先輩達が築いた、素晴らしい伝説の
アクティビティを、後世[image: 学校給食の歴史]に伝えて行かなければ
と思っております。
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[image: ]　3、日本盲導犬協会　設立　　
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ライオン誌日本語版の編集責任者も務めた東京ライオンズクラブの福岡陽道Lは、　
1962年にアメリカの盲導犬訓練発祥の地であるモリスタウンを視察。またシカゴにある
ライオンズクラブの国際本部を訪ね、盲導犬ユーザーで職員の男性タイピストと対話した。「犬と暮らす中で、見えない自分を忘れている」という彼の言葉に感涙し、日本に
盲導犬協会を持ちたいという思いを強くし帰国しました。また霞が関LCの久米会員は、　　社団法人 日本動物福祉協会（JAWS）の会員でもあったことから、JAWSの理事会に諮り満場一致で盲導犬学校委員会を発足させました。
1967年６月、ヒルトンホテルで財団法人、日本盲導犬協会発起人総会が開かれました。
理事長はLC国際理事で衆議院議員の迫水久常Lが就任、理事には９代目の坂東三津五郎丈　などが就任しました、発足当時は運営が厳しく協会の経費は半分を東京LCの寄付で賄っていましたが、資金が１００万円足りなくなってしまいました。伝え聞いた坂東三津五郎丈は、国立劇場を借り切って踊りの会を開き、100万円を寄付しました。
　贈呈式の時には、クラブメンバーの岡村Lが会長の自転車振興協会から1700万の寄付を
寄せられるなど、クラブ員のアクティビティが続き、全国のライオンズクラブや会員、また新聞やラジオなどで盲導犬協会の発足を知った善意の人々から献金が寄せられ協会を支えました。1968年3月には8頭の盲導犬が訓練を終えて卒業し、それぞれ待ち焦がれるユーザーの元へ送り出されていった。
　東京クラブでは御殿場にある盲導犬訓練センタ―に訪問したり、５月か１０月に数寄屋橋　公園前で、第一リジョン合同の盲導犬育成街頭募金を行っています。
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盲導犬訓練センター訪問　
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4、　　青少年健全育成　　高校生奨学金制度　　
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東京ライオンズクラブのアクティビティのテーマは、

青少年健全育成と視力障害者支援ですが、この青少年健全育成の精神が１９６０年３月に
長い奉仕活動になる高校生奨学金制度がスターとしました
この奨学金は、東京都内に住む生徒で、成績が優秀なのに経済的理由で高校進学が難しい
者の中から３人の若者を選んで、月額一人２千円が送られました。時代と共に月額は増加し、
４０年間継続され、延べ480名になり、多くの方々が様々に大きく成長してくれました。

又、歌田Lが会長をされた５０周年記念事業では、海外からの留学生５名に奨学金
を贈呈、その中のネパールから中央大学に留学していたネーマ君は卒業後、カトマンズに帰国
日本語学校と旅行会社を設立しました。事業は成功し、カトマンズライオンズクラブに入会しました。３年後、新しいクラブを結成、クラブ名を東京クラブに大変お世話になったという　　ことから「カトマンズ東京ライオンズクラブ」と命名、孤児院への支援など活発に活動し
我々もクリスマスには、カトマンズと、マニラ、ミャンマーに文具類やお菓子を送っています。
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１５年前から民際センターさんのプログラムであるダルニー奨学金制度の協力をさせていただき、ミャンマーの郊外にあるヨーグア中小一貫校の３人の生徒へ　毎年奨学金支援をしています。　そのご縁で、東京LC６５周年記念事業を検討した時、民際センターさんから、
今、子供達にとって一番必要な物は、子供達が連鎖的な貧困から脱却でき、将来高度な就職が出来るコンピューター教室の勉強できる環境が欲しいと強い要望を受け、見事に人材育成の出来るコンピュータ教室開設が出来ました。
直近では、長谷川Lの提唱で始まった、アートパラ深川も、障害を持つ方々が制作された絵画展覧会も今後共、長く続くアクティビティだと思います。

東京ライオンズクラブのアクティビティテーマである、青少年健全育成が、メンバ―皆さんの
協力で、まさにウイサーブで、多くの高校生を育て、カトマンズ東京LCさんに繋がり、更に、
ミヤンマ―の子供たちに繋がっていることを、改めて嬉しく思います。
これからも先輩の築かれた東京ライオンズクラブの伝統を守り、皆様と共に政治の光が当たらない場所に光を当て、更に更に、飛躍して行きたいと存じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完
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